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▲<にたち郷土文化館企画展『苦難の日々も一国立の戦中・戦後をふりかえる一』

特集・ 終戦58年と博物館事業
平成 7年は大平洋戦争終結か ら50年 目にあた り、マスコミをは じめ として、関連 した様々なイベ ン

トや出版がみ られた年でした。全国各地の博物館 。資料館でも、同様にこうした展示や出版が相次 ぎ、

このことは三博協加盟館において も例外ではあ りませんでした。いいかえると、ほ とん ど同時に、多

くの館が、似通 ったテーマで何 らかの取組 を行 った年、 と言えるでしょう。

そこで、今号では「終戦50年 と博物館事業」 を特集 として編集いたしました。

終戦50年 をテーマ とした事業の開催にあたっては、時代的に近いだけにかえって難 しさがあること、

戦争 を巡って多様 な立場があることなどが、主催する者 を苦 しめたのではないでしょうか。

例 えば、計画する者のほとんどが戦争体験のない世代である反面、観覧者や読者の方が情報量で勝

るという場合 も生 じます。 また資料の扱い方によっては、 ともすれば「戦争賛美」の印象 を与えかね

ません。 こうした点で、担当者には少なか らぬ配慮 と工夫が もとめ られたはずです。

一方、企画部局や公民館、図書館などと連携 したイベ ン ト・展示・出版の例がみ られたことも特徴

的でした。従来われわれが「課題」 として きた、館相互の連携 とはやや趣 を異にす るもので したが、

行政内の他セクションとの連携のひとつのあ りかたであったろうと考 えます。 これを機会に、新 たな

方向 として視野に入れてい くべ きもの といってよいでしょう。50年の節 目にあた り、すべての加盟館

が戦争 と平和のテーマをとりあげて事業 を実施 したわけではあ りませんが、年度計画 を立てる時点で

このことを考 えなかった館は少ないはずです。実際に取 り組んだ館の担当者が どのような点に悩み、

どうそれを克服 したかを、ここでまとめてお くことは重要なことと考 えます。 また取組みの中にみ ら

れた新 しい動 きは、今後の活動の参考になるもの といえるでしょう。

以下の特集が、各館の今後の取組みに役立てば幸いです。



終戦 5口年特別展

『戦争と人びとのくらし」の企画

八王子市郷土資料館

1945年 8月 2日 の未明、八王子市は168機の B
29に よる大規模 な空襲 を受 け、市街地の85%を

焼失す る とともに、死没者400Att■ とい う戦禍

にみまわれている。

本館では、この空襲の惨状 を後世に伝 え、平

和への願いを新たにす るため、過去、 2回にわ

たる特別展を実施 している。 1回 目は、空襲30

年にあたる1975年 8月 1日 か ら 9月 14日 にかけ

て開催 された「八王子空襲展」であ り、 2回 目

は、空襲 4o年にあたる1985年 7月 30日 か ら 9月

1日 まで開催 された「特別展・八王子空襲」で

あった。

この間、八王子空襲の公式記録編 さんに対す

る市民的な要望があって、1981年度か ら 4カ 年

をかけて『八王子空襲 と戦災の記録』の編 さん

事業が、本館の担当で実施 されることになった。

この事業は、1985年 3月 に『総説編』『資料編』

『市民の記録編Jと いう二部作の刊行 をもって

終了 したが、空襲の記録 を様々な角度か ら記録

す るには時宜 を得た事業であつた と思 う。

それは、市街地の85%を焼失 した とはいえ、

市 内には戦時 中の市民生活に関す る資料 が 多数

残 されてい るこ とを明 らかに し、 さらにこの機

会 に多数 の資料が収集 され、基礎 的 な館蔵 資料

が豊富になったこ とに も反映 されてい る。

2回 目の特別展 は、 この 『八王子の空襲 と戦

災の記録』 の刊行 に併せ て企画 され た ものであ

った。小 さな展示 会 で は あ ったが、 4年 間 の

編 さん成果 をふ まえた企画 として評価 され よ う。

それか ら10年、終戦 50年 を迎 えた今年、 3回
目の特別展 を企画す るにあた り、 これ までの継

続的な資料収集活動 に よって、豊 富に蓄積 され

た資料群 を生か した、戦時下 の市民生活 をテー

マの中心 とす る方針が決定 された。

そ して、 1931年か ら1945年に及ぶ長 い期 FH5、

戦時下生活 を強 い られ た市民の くらしに焦点 を

あてて、改めて戦争 を考 えてみ よ うとす る具体
/

的 な企画が検討 された。展示構成の中心 には、 k

日中全面戦争 に突入 した1937年以降、市民が総

力戦 に巻 き込 まれてい く過程 が再検討 で きるこ

とに置 き、主 として館蔵 の回覧板 資料 を多用 し

て展示表現 を行 うこ とに した。

今 回の企画 を通 して、新 しい地域 史の課題 を

提起 したつ も りであ るが、 これ を契機 として、

新 たな検討作業が開始 され るこ とを期待 したい。

「戦後50年」ブームの残したもの

くにたち郷土文化館

当館では、「苦難の 日々 も一国立の戦中・戦後

をふ りかえる」と題 した企画展 を、8月 15日 ～10

月22日 までおこなった。“戦後50年展花 ざか り"

と椰楡 されるような状況の中で開催す る必要が

あるのか といったI懐疑的な声 も多かった。 しか

し、他の自治体が どうであれ、公共の施設であ

る博物館 として、この区切 りの年に自分 たちの

住んでいるまちが戦争 とどのようにかかわつて

いたのか を、市民に対 して伝 える義務があると

考え、あえて実施す ることとした。

当館は開館 して間 もないため、収蔵資料 も決

して充実 しているとはいえず、 とりわけ戦争関

係の資料は非常に乏 しい状況にあった。そのた

め、聞 き取 り調査 とともにまず資料探 しか ら始

めなければならず、広報誌などで市内の人々に

資料借用 をよびかけた。その結果、多 くの市民

か ら申し出があ り、展示資料の半数以上はこう

して集 まってきた市民か らの資料であった。

企画 をたてるにあたって特に留意 したことは、

第一に く庶民のくらし〉という視点を貫いて、

あ りのままの生活のようす をあ りのままに伝 え

ること、そして第二に、戦中と戦後 を断絶せず

にそのつなが りを見てい くことであった。

1945年 8月 15日 の時点で生活のすべてが一変

したのではな く、一 日一 日を生 きている庶民に

とっては、新 しい時代への とまどいを感 じなが

らも、連続′性の中にあったはずである。戦中と

戦後 を切 り離 している展覧会が 目についたが、

あえてそのつなが りを強調 し、現在のわれわれ

の生活へ引きつけて考 えられる視点 を呈示す る

ことに努めた。 とくに国立の場合 は、戦争の傷

跡が浄化運動・文教地区指定運動へ と発展 して

いったことか ら、現在の生活に も多大な影響 を

及ぼ している文教地区の位置 を、戦争 との関連

でとらえるというアプローチは有効であったと

思 われ る。た だ そ うは言 って も、結 果 が ど

うであったか と聞かれるとやは り甚だ心許ない。

お祭 り騒 ぎの感す らあった「戦後50年」は過

ぎた。「戦後51年」以降、 どれだけ地道で着実な

調査 を進め、散逸 しつつある資料 を収集 し、展

示や教育事業に結びつけてい くことができるか、

博物館 としての真イ面が問われるのはこれか らで

あろう。その意味で、今 回の企画展は、今後の

継続的な調査・研究の開始 を告げるものだった

のか もしれない。



平和展の開催について

調布市郷土博物館

調布市郷土博物館 では、平成 2年か ら、公民

館 と共催 で、公民館 を会場 とす る移動展 とい う

形 で、平和祈念事 業 としての展示 を毎年 開催 し

てい ます。

博物館 は主 として展示 を行 ない、公民館 は映

画会や 見学会 な どの関連事業 を行 ない ます。展

示 では、博物館 が収蔵す る資料 のほかに、市民

に も資料 の提供 を呼 びかけ ます。公民館 では、

市民の戦争体 験記 を募集 し、『い ま伝 えたい私 の

戦争体 験』 とい う冊子 を毎年発行 して きま した。

今年 はそれ をま とめ る形 で、『い ま伝 えたい私の

戦争体験 総集編  1991～ 1995』 を発行 しまし

た。 5年間にわた る寄稿 者 は、延 65人に達 し、

その戦争体 験は戦後半世紀が過 ぎた今 も当時の

様子 を具体 的に物語 り、戦争の悲惨 さや平和 の

尊 さを知 る うえで、生 きた教科書の役割 を果 た

し得 るものです。

博物館 では、 この移動展 をきっかけに、資料

の寄贈 を受 けた り、戦争体験 の間 き書 きを行 っ

た り、資料 の収集 をすすめて きました。
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これ までに行 って きた展示 と関連事業 は、以

下の とお りです。

<平成 2年度 >
。「平成展 ―庶民の暮 らしを中心 に―」

。平成 フォー ラム「市民が語 り、市民が倉1る 平

不口」

<平成 3年度 >
・「太平洋戦争 と庶 民の くらし」展

。「す い とん を食べ て映画 (き けわだつ みの声・

ひめ ゆ りの塔 )を 見 る会」

<平成 4年度 >
。「昭和 の戦争展」
。映画会 「ガ ラスの うさぎ」「 とな りの トトロ」

<平成 5年度 >
・「太平洋戦争 と庶 民の暮 らし」展

<平成 6年度 >
。「平和 の礎展」

<平成 7年度 >
。「今 も残 る戦跡展」
。松代大本営跡 を訪 ね る旅

。戦争体 験 を語 り伝 えるつ どい

この事業 は、公民館 との共催 で実施 している

ため、博物館独 自で実施す る展示 とは違 った展

開がみ られ、戦後50年の節 目の ときだけでな く、

今後 も継続 してい きたい と思 います。

戦後50年平和事業

『戦争資料展』の開催

日野市ふるさと博物館

当館 では、終戦 50年にあた る本年、戦争体験

を風化 させ ず、次世代 に語 り継 いでい くため、

平 成 7年 4月 か ら平成 8年 4月 まで全 7回 の

『戦争資料展』 を開催 している。 これ まで「戦

時下 の暮 らし」「出征兵士 の戦争体験」「焼 け跡

か らの出発」「教科書か らみた時代 ～戦 中・戦後

の教育の変遷 ～」 な どの テーマ で展示 を行 った

ほか、 それ らの中心的 な行事 として 7・ 8月 に

臨時の展示室 で「戦争資料展」 を開催 し、併せ

て「戦争体験 を語 り継 ぐ会」 と「戦争の痕跡 を

巡 る」 といった行事 を行 い親子 で戦争 につ いて

考 える機会 を持 った。

戦争関連 資料 につ いては、展示 を前提 に、前

年度 よ り『博物館 ニュー ス』、チ ラシ、 日野市広

報等 を用 いて市民に提供 を呼び掛け、提供者の

意 向に沿 って「寄贈」「寄託」「貸与」の別 で収

集 し、併せ て聞 き取 り調査 を行 った。

展示 にあたっては、資料提供 者の心情 を尊重

して、資料 に

'官

独 自の解釈 を加 えるこ とはせ ず、

聞 き取 り調査 に よって得 たエ ピソー ドをもとに、

あ りのままの展示 をするよう心がけた。キャプ

ションなどに使用す る用語についても、様々な

思想や体験 を持 った人が観覧す ることを考慮 し

て、慎重 を心がけた。

本事業ではほぼ 2ヶ 月毎に展示替えが行 なわ

れるため、今 までにない慌ただ しさの一年 とな

った。 しか し学童疎開や 日野での空襲、戦時中

の 日記など、本事業のために調査・収集がなさ

れた資料 も多数あ り、当館の資料の蓄積 という

面でも大 きな意味があった。 また資料の収集活

動 を通 じて知 り合 えた方々は博物館に とっての

人的な財産であ り、そうした方々 との共同作業

によって博物館の存在が市民に とってより身近

なものにす ることができたと考 えている。



空襲被害地図の

共同制作と巡回展示

立川市歴史民俗資料館

平成 6年 2月 28日 か ら同 5月 7日 まで、当館

では「太平洋戦争 と立川」 と題す る特別展 を開

催 しました。会期 をここに設定 したのは、終戦

50年 というより、立川空襲50年 (4月 4日 )を

意識 したためです。

展示は、軍関係 を除 く人々の くらしに焦点を

あて、“戦時下の くらし"“ 空襲 "“ 強制疎開"な

どを柱に構成 しました。

計画時点で考 えたのは、いわゆる“軍都立川 "

というとき、現在の立川市の範囲で とらえるよ

りも、昭島市・福生市 。東大和市 。武蔵村山市

も含めた、いわば “軍都立川圏"を考慮す る必

要があるのではないか、 ということで した。

特に空襲のことを考 えると、米軍が標的 とし

た “Tachikawa"が、当時の立川市だけのこと

ではなかったことは明白です。従 って、上記各

市の情報 を集めれば、“軍都立川 "の性格がより

鮮明に浮かび上がるはずだ、 と考 えたのです。

そこで、それぞれの担当者によびかけ、 5市
共同による空襲被害地図を作成することに しま

した。たまたま各市で も、終戦50年や戦後50年

に関連す る展示の予定があ り、できあがった地

図を各市で巡回展示す ることに もしました。

また、 この間来館者か ら寄せ られる新情報 も

あるだろうと予想されたので、地図その ものは

現在判明 しているものに限って作成 した、 とい

うことにして、積極的に情報提供 をよびかける

ことも確認 しました。つ まり、われわれが作 っ

た地図を、展示期間中を通 して来館者 と一緒に

作

業彙輔華埋こλxふ釜ll隼λ層襲b提供す る
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こともあるだろうし、立川市在住の人が福生市

の情報 を提供することもあるだろうということ

で、巡回展示が終わった時点でそれ らをお互い

に交換 しあい、情報 をもらった市の担当者が、

くれた人の住んでいる市へ調査に入ることも、

相互に了解 しました。

10月 には、 この巡回展示が終わ ります。

小規模 ではあ りますが、前号の執筆 テーマだ

った「博物館の相互連携」に、 ようや く当館 も

取組むことができました。

まずは今回の巡回展示 を総括す ること、 これ

か ら今後の展開が始 まるもの と考 えています。

戦後50年の収蔵品展示

武蔵村山市立歴史民俗資料館

当館 では収蔵品の中か ら戦時中の武蔵村山市

域の様子 を伝 える資料 を展示 し、三度 と戦争を

繰 り返 さないためにあらためて戦争 を見つめ、

平和について考 える機会 とした。 また、市民の

戦時体験の収集 も図るため、情報提供の依頼 も

行 った。幸い、立川市の資料館の呼びかけで昭

島市、東大和市、福生市 とともに 5市共同で各

市の軍事施設 と被災地図を作成することができ、

来館者の関連情報提供のよいきっかけ となった。

今回の展示では当時の出版物 を割合 多 く展示

できたため、その内容か らあらゆる事象が戦時

体制 を支えるしくみに組み込 まれていった様子

を見て とることができた。 また、軍事施設 と被

災地図のほか港 区赤坂 国民学校 の学童集 団疎 開

報告 にみ る市 内の空襲記事 な どか らあ らため て
|

軍都 「立川」周圏地域 としての武蔵村 山の位 置

付 け を認識す るこ とに もなった。新 たに、市 内

に数 多 く残 る軍関係 の疎開施設 としての防空壕

につ いては東京都 西部公 園緑地事務 所 に よ り野

山北公 園内の分布 図が作成 されたため、 その成

果 を借用 し、展示す るこ とがで きた。聞 き取 り

調査 に よ り、 これ らの防空壕 には ドラム缶入 り

の燃料 な どが貯蔵 されていたこ とが判 明 したが、

軍関係 の機密事項 のためか不明 な点が 多 く、詳

細 な調査 は今後の課題 となった。

戦後 50年の節 目は、直接的な戦時体 験の言己録

化 の絶好の機会 であ り、場合 に よっては最後 の

機会 であったか もしれ ない。戦時体 験 を薄 れ さ

せ ない よう、情報収集 の継続 に努 めてい きたい。
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戦後50年事業の取り組み

東大和市立郷土博物館

東大和市が実施す る「戦後 50年平和事 業」の

一環 として、「東大和 と戦争」と題 した資料展 を

8月 22日 か ら10月 15日 までの期 間開催 した。

東大和市 では、 30年ほ ど前か ら生活文化財 を

積極 的に収集 してお り、 その際に集め られた戦

争 に関す る資料 を、毎年 8月 に市役所 の ロビー

な どで資料展示 して きた経緯が あ る。

今年、戦後50年 という節 目を迎え、改めて軍

需工場に学徒 を送っていた学校の調査の実施や、

当時疎開をしていた学童や教師 を捜すことがで

き、展示内容 を深めることができた。

展示は「戦時下の くらし」「軍隊生活」「軍需

工場の操業 と被害」「疎開児童の生活」「私 と太

平洋戦争」「参考展示」にコーナー を分け、市民

か ら寄贈 された資料 を中心に展示 を行 ったが、

当時の世相や生活 をさらに深 く知 って もらうと

いう意図か ら、「戦時下の くらし」では、貨幣の

品質の低下 と物価の高騰がわか るパネルや戦時

下の週刊誌の展示、「参考展示」においては、軍

票や伝単 (謀略宣伝 ビラ)の展示 をあわせて行
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った。

また、立川市の発案 に よ り、立川、昭 島、福

生、武蔵村 山、東大和 の軍事施設 と爆撃 の被害

を表 した縮尺 1万分 の 1の地図 を巡 回展示 し、

各市の横 のつ なが りが 多少 な りとも持 てた こ と

は大 きな成果 であった と考 える。

さらに、「私 と大平洋戦争」では、戦後 この土

地に移住 して きた市民が 8割近 くになってい る

こ とか ら、「それぞれの市民の戦後 50年」とい う

視点 にたって、特 に東大和市に因縁 のない資料

であって も、広 く市民か ら借用 し、展示 す るこ

ととした (実際には 6名 の方か ら資料 を借用 し

たに とどまった )。

加 えて、 この企画展 に関連 して、「思 い出・疎

開 。徴用」 と題 した座談会 を企画 し、 当時の疎

開児童、引率教 諭、工場 の工員、動員学徒 の方々

か ら、 それ ぞれの知 るエ ピソー ドを語 って もら

う機会 を設けた。

今回の企画展は、 ともす ると50年 という年の

“イベ ン ト"と して とらえられがちである。そ

のテーマが多 くの犠牲者 を出 した戦争であるこ

とや、市の歴史構成の大 きな要素のひ とつであ

ること、 さらに戦災建造物 を文化財に指定 した

情勢 も絡めて、今後 も地道に資料の蓄積 をはか

り、市民に公開 していきたいと考 えている。

2口世紀多摩の文化運動

―戦後福生の文1ヒ運動を中心に―

福生市郷土資料室

文化運動 とは、個 々人が何 者 に も東縛 され る

こ とな く自主 自立的に 自分 自身の力でつ くりだ

す運動 で、 自己表現 をふ くんだ 自己教育運動 で

すが、 多摩地域 では1910年代 か ら20年代 の大正

デ モ クラ シー期、 そ して1940年 代 後 半、戦 後

まもない時期に興 った文化運動 が しられています。

大正か ら昭和初期 にかけての三 多摩 の農村 は、

月ヽ作争議がは じま り、 また青年 団活動 が たか ま

り、 そ して地域文芸運動 が芽生 えてい ます。特

に、入王子や町 田地域 では文学、絵画、児童文

化、郷 土 史研 究、音 楽、社 会 問題 研 究、生 活

改善運動 な ど多様 な地域文化 が開花 してい ます。

福生 では、 1940年代後半、太平洋戦争の敗戦

直後か ら青年達 に よる種 々の活動がは じまって

いますが、ちょうど今年は、戦後50年 を迎える

おおきな歴史の節目にあたりますので、あらため

て、福生の戦後の動きを地域に残された様々な

資料を展示することによってたどってみました。
いまか ら50年前、敗戦 に よって人々は方向 を

見失 い、 また戦場か ら帰還 した多 くの若者 は何

をしたらよいかわか らない、そんな社会状況の

なかにあ りました。 しか し、それか ら80日 後、

1945年 11月 3日 に福生青年団が再建 されていま

す。青年達は「青年団倶楽部」に集 まり、祖国

再建 を話 し合い、 これか らの生 き方 を論 じ、語

り合い、この会合の記録 を団報 として印刷 し発

行 しています。 また、 この混沌 とした状況のな

かで読書会、英語講習会、演劇活動、文学研究

など様々な活動が生 まれ、やがて一気に花開 き

ます。なかでも福生青年団の演劇活動は盛んで、

西多摩各地で行われた演劇 コンクールで優勝 し、

演技賞 をうけた団員

もいました。

文芸サー クルあか

ざ社は、希望のない

青年の胸に明 日の希

望の灯 をともそうと

結成され、物資のな

い時代に回覧機関紙

『あか ざ』 を発行 し

ています。

開催期 間  3月 14日 (火)～ 5月 28日 (日 )

記念講演会  日時  4月 15日 (土 )

講師 新井勝紘 (国立歴 史民俗博物館助教授 )氏

解 説書 の発行  B5 20頁



戦前・戦中 0戦後の

くらしをふり返る

瑞穂町郷土資料館

瑞穂町 に とつての戦後 50年は、 あの戦雲 急 を

告 げ る といつた緊迫の戦前 と、勝つ ため と称 し

てあ らゆ る苦難 を乗 り越 えて頑張 った戦 中の、

苦 しか った生活が土台 となっての歴 史で した。

よって、戦後 50年 とい うタイ トルで特別展 に取

り組むわけにはいかなかったのです。

戦前は村か ら町への大飛躍の時だったと書 く

とひ と言で終わって しまいます。けれ ども、そ

の頃の生活を浮 きぼ りにできる資料があるのか

と、 くらし展を開催す るのにはあまりに貧弱な

考 えしかあ りませんで した。 ところが一つの 目

玉が見つか りました。それが町制施行 を祝 う行

事の写真発見です。役場の前に作 られた大アー

チ。そこには祝町制・紀元二千六百年・瑞穂町

と大書されています。 また、町の青梅街道に も、

これまた大アーチが建 ち、奉祝の字が読めます。

この 2つのアーチの写真は未発表の もので した。

また、町制の時、祝賀行事は数々行われた記憶

はあるけれども、アーチを建てたことを、当時

の役場職員の人々は覚 えていませんでした。資

料が事実 と歴史を語 るというのは、正にこのこ

とではないでしょうか。写真資料の大切 さ貴重

さを今更なが ら再確認 した展示で した。資料館

の役 目も、資料館への町民参加 もこの ところに

あって、これこそ原点だ とつ くづ く思いました。

戦中では収蔵資料はもっとも豊富です。翼賛

壮年団の旗など、 もうどこにもないで しょう。

それに、展示 をす る過程で、 1人の将校の遺品

が飾 られたのです。小学校、青年学校の教師で、

昭和 13～ 15年 にかけて中支に出征 したその時の

従軍手帳、故郷か らの慰間の手紙数百点、等々

です。遺族の寄贈 された数々の品に、その先生

の人柄が 1思ばれ、戦前～戦後 を通 して人対人の

交流 と、平和の大切 さ人命の尊さを資料か ら訴

えれることを知 りました。

戦後の くらしをどう展示す るかについては、

敗戦か ら立ち上がった町民の姿 を資料によりそ

の解説によって考 え、見直 していけるよう酉己慮

しました。なお、従来展示 したことのある資料

も、展示の工夫 と見学者へのアピールの仕方で

生 きて くることを再認識 しました。

資料館 の活動範囲は無限です。観客 も四季

折々遠 く北海道、そして九州か らと広域化 して

います。それだけ資料館への関心 も深 まったと

言えます。

今後 も町民に呼びかけて、町民の くらしの資

料 を更に収集 したいと思います。

終戦50年と博物館事業

青梅市郷土博物館

当館 では、市の戦後 50周 年記念事業の一環 と

して、写真展 「昭和 10年代 の青梅 一青梅写友会

のあゆみ 一」 (7月 15日 ～ 9月 30日 )を 開催 いた

しま した。

写真展 「昭和 10年代 の青梅 ―青梅写友会 のあ

ゆみ ―」 は、昭和 10年代 に撮影 された青梅 の風

景 と人々の写真 を中心 に展示 した ものですが、

当初 は、市内 を撮影 した大正時代か ら昭和 20年

頃 までの写真 を展示す る予定 で した。

ところが、平成 6年秋、 た ましん歴史美術館

において開催 され た写真展「 多摩 ・昭和前期 ―

写真芸術 に挑 んだ人々 一」 で、青梅 を拠′点に活

動 していたアマチュアの写真 団体『青梅写友会』

の存在 を知 って興味 を抱 き、少 しずつ調べ始め

るよ うにな りました。

そ して、平成 7年の 3月 か ら 4月 にかけて、

青梅写友会 の創立者や関係者 にお会 いす るこ と

が で き、写真 資料 の収集が一気 に進 み ました。

その中には、アルバムに貼 られた写真の他に、

ネガが数百枚 という数量で発見されました。 こ

れ らのネガの状態はほ とんど良好で、展示に使

用するため焼 き付けるネガをどれにす るか選ぶ

のには大変苦労 しましたが、郷上の風景 とそこ

に写 っている人々の表情がわか るようなものを

約50点選び、本展の中心 として展示 しました。

また、当時、館長 をなされていた宮崎廷氏にネ

ガを焼 き付けていただき、展示の準備 としてだ

けでな く、予算的に もとても助か りました。

青梅写友会に関す る資料 を集めたコーナーに

は、写真の他、カメラや展覧会案内なども展示

し、本展の副題 として掲げた「青梅写友会のあ

ゆみ」については、聞 き取 り調査によってまと

めたものを解説パネルに して展示 しました。

結果的には、展示す る写真の年代が予定 より

も新 しくなって しまいましたが、写真に写 って

いた方々か らの反響が意外 と多 く、 とて も身近

な展示会になったようで した。

また、 この写真展 と時期 を平行 して、 コーナ

ー展示「戦時下の くらし」(7月 1日 ～ 8月 31日 )

も併せて開催 いたしました。



『多摩のあゆみ』で

『戦時下の多摩」を特集

たま しん地域文化財 団
(たましん歴史・美術館 ,御岳美術館)

1995年は終戦 50年 とい うこ とで、 多摩各地の

博物館や公民館 な どで、 さまざまな展示・行事

な どカジ子われ ました。 また、戦争に関連す る各

種 の資料 な ども調査 。研究が進 み、戦争遺物 の

保存の動 きもみ られ ます。 こ うした資料 の発見

や新 しい視 ′点か らの研 究・運動 は、戦 中 。戦後

の再評価 に繋 が ってゆ くもので しょう。

このような動向のなかで、たましん地域文化

財団で編集・発行 している『多摩のあゆみ』で

も、第79号 (95年 5月 15日 発行)で「戦時下の

多摩」 を特集に組み、 7名 の方に論文 を執筆 し

ていただきました。以下、その内容 を若干 ご紹

介 したいと思います。

斎藤勉氏「昭和十年代の多摩」 と小沢長治氏

「多摩地区の空襲 と戦災」では、戦争 を遂行す

るにあたって当時の多摩が一大軍需基地・軍需

工場地帯 となってい く過程、そのために甚大な

空襲の被害にあった様子が概観できます。小沢

氏の各市町村史の空襲に関す る記述の比較検討
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は、 多摩地域全体 のなかに各市町村 を位 置付 け

るのに有効 な方法で しょう。

檜崎茂弥氏「十五年戦争 と立川陸軍飛行場」、

竹野功騎 氏「『マ総 司令部 司令 写』級 りに見 る占

領下学校 の記録」、小作雅 男氏「小 さな手帳か ら

～小笠原村母 島で死 んだ一兵卒 ～」 では、丹念

な聞 き取 り調査や未見の史料紹介 に よって、今

まで知 られていなか った事実 が明 らかに されて

い ます。

関島久雄 氏「中島飛行機 の大 きな工場 とガヽ さ

な鉄道、 そ してその後」 と井藤鐵 男氏「幻の鉄

道が見 えて きた～中島飛行機武蔵 製作所 の簡易

鉄道 ～」 は、今 ではす っか り忘 れ られ た軍用鉄

道に関す る掘 り起 こ しの記録 となってい ます。

江戸時代 の古文書 は資料 として大切 に され ま

すが、現代 に関す るものはなお ざ りに されて き

ました。『 ミュー ジアム多摩 Jでも「終戦 50年 と

博物館事業」の原稿 を募集 してい る との こ とで

すが、各地 で取 り組 まれ た事業 内容 を収集 し、

検討す るこ とで、新 しい事実 が発見 で きるか も

しれ ませ ん。 また、 これが機会 となって博物館

のネ ッ トワー クが ます ます強化 されて、豊か な

歴史像 を市民に情報発信 で きるこ とを期待 して

い ます。

戦後58年の年に

府中市郷土の森博物館

95年夏の猛暑の中、郷土の森の「水遊びの池」

では連 日子 どもたちの歓声が行 し、特別展「世

界の昆虫博」が大当た りして、夏休み 8万人近

い入園 (館)者を迎えることができた。 まずは

「順調」な夏 というべ きだろうが、 どこか寂 し

いと誰かが考 えるだろうと思っていると、やは

り、あるタウン誌に市民の声が掲載 された。

「 (郷土の森は)た しかに素晴 らしいんです、

けれ ども今年は戦後50年 とあって各地でこれに

因んだ催 しが見 られます。府中でも戦後50年に

ふさわしい行事 をや って もらいたい と思いまし

た。それか ら、博物館には近現代史専攻の職員

がいないみたいですので、その点 も考 えて くだ

さい」 と。

この後半部分の意見は事実であるが、何 もし

なかった理由にはできない。市の他の部署の小

さな<平和 >展や他館の<戦争 >展に当館資料

を出品したということも弁解にはならない。要

するに、このテーマで本欄 を埋めるのは心苦 しい。

しか し、この問題に関 して当館 として も何 も

しなか ったわけではない こ とを述べ てお きたい。

郷土の森の移築復原建物の一つ に旧府 中尋常

高等小学校 があ り、 中では教科書 を中心 に した

教育 史の展示 を行 なってい る。 その一郭 に <国

民学校 の時代 ―戦時下 の小学校 >の コーナー を

設けた。 資料 の寄贈者 は、昭和 11年に本ガヽ 学校

に入学 された方で、教科書のほか た くさんの作

文、答案、習字、図画 な どを含 んでお り、 この

間の学校教育 の様子 を生々 し く伝 えてい る。 た

とえば、作文 <兵たいさん ><聖 戦五周年 を迎

える私達 の覚悟 ><真 崎大将 >、 習字 <戦争軍

旗大砲 ><日 志子供 同志 ><八 紘一宇 >な どな

ど。

秋 には同 じ建物の教室 で唱歌 を歌 う会 を催 し

た。今 回は昔話の唱歌が テーマ。た とえば、<桃

太郎 >の歌 は 日露戦争直後に文部省 唱歌 として

作 られ、戦後 は好戦的 との理 由で教科書か ら消

えた。戦時 中は <征け桃太郎、米英 を撃 て >と

い うポスター まであったそ うであ る。 そんなこ

とも考 えなが ら足踏みオルガ ンに合 わせ てみん

なで歌 ってみたのである。

たかが戦争資料、 され ど戦争資料 であ る。 ど

んな迫力あ る展示 を して も実体験 に及ぶ はず も

な く、 どんなガヽ さな一点 で も個 人に とって社会

に とってその意味す るこ とは限 りな く重 い。



カロ盟館 (園)の話題

東村山市立郷土館の開館

東村山市立郷土館

前号 でお知 らせ しま した ように、東村 山市 で

は新 しい博物館施 設 として「東村 山ふ るさ と歴

史館」 を建設 中です。 それに伴 って「東村 山市

立郷 土館」は平成 8年 3月 で閉館 とな ります。

昭和 40年に多摩地 区で最初 の博物館相 当施 設

として産声 をあげてか らの30年間、新 しい博物

館が ぞ くぞ くとで きる中で「東村 山市立郷 土館 」

は、静かに地域 の歴史 を語 って きました。

「郷土館」 は、昭和 39年に市 内で最 古の化成

小学校 の創立 90周年 の事業 として市 内外 の同窓

生・有志か ら募金 を受 け、建 設 され ま した。

その後、市へ移管 され、「東村 山市立郷土館 」

として昭和 40年 4月 に開館 しま した。

郷土館 の建 設の趣 旨であ る「同窓生 の懐古 の

情の存続 と化成小学校 は勿論東村 山市教育の発

展 をのぞみ、後世 に まで役立つ東村 山郷土館 を

建設す る」は、市へ移管 され た後 も生 き続け、

化成小学校同窓生の郷土への心の記念碑 として、

また、多 くの子供たちの学習の場 として慕われ

て きました。

しか し、変わ りゆ く時代に追いついて行 くに

は、建物の狭 さや老朽化等が障害になってきて

しまいました。郷土館の建設の趣 旨は新生す る

「東村山ふるさと歴史館」に受け継がれ、発展

していって くれることで しよう。

ここで30年間の役 目を終 え、幕 を降ろすこと

に致 します。

江戸東京たてもの園の

完成 0整備について

江戸東 京 たて もの 園

1.構想から開園に至るまで

江戸東京の文化 を保 存 し、次代 に継承 してい

く都 立博物館 の建設が提 言 されたのは、 1980年

マ イタウン構想懇談会 においてであ る。以来、

江戸東京博物館建設構想懇談会及 び江戸東京博

物館建設準備室の設置 に よる事業化推進が行 わ

れた。 その際、文化遺産 としての建造物等 を移

築 。保 存す る とともに、戸外 での レ ク リェー シ

ョンのための野外施設併設が構想 され、 86年当

該野外施設の小金井公 園内設置 を、 89年には野

外収蔵施設基本計画 を決定す る とともに、収蔵

建造物 の解体 も始め られた。 90年の第二次長期

計画 では野外博物館 の完成年度 を2000年、収蔵

建造物 目標 を35棟 とし、 92年野外博物館 の名称

を江戸東京たて もの園 と決め た。墨 田区にあ る

本会官と同時にたて もの園が開館 したのは、93年

3.28で、収蔵建造物 13棟での スター トであ る。

2.た て もの国の完成 に向 けて

収蔵建造物が予定 の 1/3強 での開園ではあ

るが、 ビジター・セ ンター等の基本的 な施設は

完備 してお り、 また高橋是清邸や看板建築、子

宝湯、万世橋交番等の見応 えのあ る建造物 を、

公開す る とともに、豊富 な資料 とス タッフ、学

芸員の充実 に よ り、か な り整備 された施 設 とし

てオープ ンす るこ とが で きた。開園 3年 目とな

る本年 10月 には、 50万人 目の入園者 を迎 える と

ともに、 17オ東目とZlる 1日 自証院霊屋  (者 5才旨定文

化財)も 公開 された。現在三井邸、者5知事公館 、

写真場、看板建築等 に着手 してお り、平成 12年

の完成 に向け た努 力が着 々 と進行 してい る。

とはいえ、完成途上 のため町並 みの再現が 出

来ていない、団体休 憩所が ない、園全体 を解 説

した冊子の未完成等課題 は多い。 こ うした施設

の整備等は、財政状況厳 しいお りではあ るが、

都 民生活の文化的拠点 とな るとい う設置 目的に

沿 って確実 に進め ていかねばな らない。

3。 たて もの園完成後 における施設整備

平成 12年 の完成 は、施 設の整備 の終 了 を意味

しない。建造物の収蔵 は完 了 したが、新 たな整

備のスター トと考える。その方向として①都民

が参加、協力する博物館活動 ②都民の多様な

ニーズに応えうる施設の内容及び資料の充実

③完成後も発生する保存が必要な建造物にかか

る第二たてもの園構想 ④建物文化についての調

査・研究等を進めていく必要があると考えている。
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繊維博物館の

改修工事が完了して

東京農工大学附属繊維博物館

当繊維博物館は中央線東小金井駅か ら徒歩 9

分の ところにあ り、武蔵野の面影 を残 した自然

いっぱいの中にあ ります。当館は1866年 (明 治

19年 )に農商務省「蚕病試験場」の陳列館 とし

て創設された非常に歴史ある博物館です。

現在の建物は昭和 12年建設された鉄筋コンク

リー ト3階建のフロア面積3000m2あ り、昭和53

年 までは本学工学部本館 として使用 していてた

ものです。昭和 54年に改修工事が行われ博物館

展示室に直 したものの、博物館利用 としては充

分でな く再度の大改修工事 とな りました。今回

は政府の景気対策のひとつ として実施 されたよう

で工事決定が急に決 まり、外観や館庭の美化工

事が中心に行われました。そのため見た目はほ

ん とうにされいな博物館に生 まれ変わ りました。

もうひとつ大 きな工事 目標 として展示室内の

美化工事です。当館の常設展示室は昔は教室で

あ り、現在でも 2年お きの特別展「科学技術展」

などは全館が会場 となるため固定の展示ケース

はあ りません。資料がなければ約2000m2の 広大

な広間だけです。 しか し常設展示室にある資料

の移動は館員主体でや らねばならず、移動作業

は学生アルバイ トを使 ったものの 3ヶ 月におよ

び館員 もへ とへ とに疲れる作業で した。

常設展示室については全般的に見直 しがなさ

れ 2階 3階大規模 な資料の移動があ りました。

その移動は少な くとも 2回以上せねばならず、

移動により資料の破損や破棄がずいぶん とあ り

ましたが、この改修工事 で全館の大 きな展示品

資料館の運営

檜原村郷土資料館

当館 は、立地条件 もあ ま りよ くはないが観光

客 の利用が 多 く、近 隣の市・町の人達、 そのほ

か区部 の人達・者5外の県の来館者が あ る。

以前には、区・市 内のガヽ学校 の副読本 に村の

様子がの っていて、 多 くの小学校 よ り小学生の

来館が あつた。

開館 八年 目をむか え、展示写真類の入れ替 え

を今年実施 した。 ほかの展示物 も、 内容 の充実

をはか り展示 強化が必要 になってい るが、高額

の経費 を要す るため、今後 の課題 であ る。
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の交換がなされたことはメリッ トでした。おか

げで資料がすっきりと並び見学者に とって見易

くなったと思っています。

一方、特別展示室や企画展示室 も大 きな改修

工事がなされ、スライディングウォール (移動

壁)や ライティングダク ト (移動照明器具)が
付設され、 これか らの展示作業にはずいぶん便

利 とな りました。また今回の改修で 2階には「浮

世絵展示室」が新設されたの も大 きな特徴です。

エアコン付 とライティング設備 (照明が 自動点

減)を持った特男U室です。当博物館には「蚕織

錦絵」という江戸時代の浮世絵が400点 あ ります

が、今 までは設備の関係で 2年に 1度ほどしか

展示 されませんでした。今後は常時「蚕織錦絵」

が見 られる展示室ができたことにより、年 4回

ほど展示替えしてい く予定です。

残念なのは全館エアコン付 きの建物改修がな

されなかったことです。今 どきエアコンのない

博物省官も珍 しいことですが、 まだ国立大学では

普通のことであ り殆 どの教室にはクーラー もあ

りません。そのため今後 も 8月 の “夏休み"は

当分続 きそうです。

年間の行事 も、新思考 を取 り入れることを努

力 しているが、なかなか うまいことができずに

悩んでいる現状です。

現在、地元の老人 クラブの人達 をお願いして

二年程前か ら、手 うちそば・ うどんづ くりの講

習会 を実施 していて、なか なか好評 にて、毎 回

三十名予定 をオーバー して盛会 です。

今後 は、稗め し 。麦め し (ば く飯、村 の呼び

か た)な どの試食講習会 の実施 を検討 中です。

また、 山の仕事道具 な どの小学校や 中学校 に

出前展示 な ども検討 中です。

将来的には、色々な計画 を必要 とす るが、 ま

ず経費の点、地 の利の問題 もあって困難 であ る。
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町田市立博物館の所商品について

町田市立博物館

町 田市立博物館 は郷土資料館 として発 足 した

経緯 もあ り、市内出土の考古 資料や民俗 資料が

開館 当初 よ り収蔵 されてい る。 これは他 の 多摩

地域 の公立博物館 と共通 してい る′点であ る。 当

館 では この ような郷土資料 の他 に、 まとまった

コレクシ ョンがい くつか収蔵 されてい るので、

これ らにつ いて紹介 してみたい。 まず美術工芸

品 としては、ガ ラス、陶磁器、時計 な どが あ る。

ガ ラスは、チェ コと中国 を中心 に、 ヨー ロッパ

各 国 と日本、 それに地 中海沿岸 よ り出土 した古

代 ガ ラスな ど655種、 82L点が あ る。特 にチェ コ

ガ ラスは、 16世紀 ～20世紀 までの作 品が 131種

275点にのぼ り、質 。量 ともに 日本最大の コレク

シ ョン として高い評価 を得 てい る。 また中国ガ

ラスは18世紀 ～20世紀 までの作 品が 135種147点、

鼻煙 壺 と呼 ばれ る嗅 ぎタバ コ入れが324種324点

あ り、 日本 で も有数の コレクシ ョンの一つ とし

て数 え られている。陶磁器 は、東南ア ジア陶磁

(ベ トナム、 クメール、 タイ、 ミャンマー)と
東洋 陶磁 (中 国、朝鮮、 日本、 中近東 )、 それに

明治印判手磁器 の コレクシ ョンが あ る。東南 ア

ジ ア と東 洋 陶磁 器 で1,820点、明 治 印 判 手 が

1,387点。全部 で3,207点 を数 える。東南 ア ジア

陶磁 器 は、 イン ドシナ半 島全域 を網羅 してお り、

体 系的に見 られ るのが特徴 と言 える。 中国陶磁

は、貿易陶磁 を中心 に鑑賞性 の高 い作 品群 であ

る。 明治印判の磁器 につ いて も、公立館 ではな

か なか見 るこ とので きない内容 と作 品数 となっ

てい る。時計はそのほ とん どが懐 中時計 で、 ス

イス、 フランス、 イギ リス、ア メ リカ、 日本 な

ど18世紀 ～20世紀 までの作 品が 104点、それに ド

イツ、 フランス、ア メ リカの 19世紀 ～20世紀の

置時計が 4点加 わ る。美術工芸 品以外 の資料 と

しては、江戸時代 に大津の街 道 でみや げ絵 とし

て売 られ た大津絵が46点あ る。 これは当館 のガヽ

展示室 (約 30坪)に一 回展示 で きるだけの点数

を目標 に収集 して きた。 また近世 ・近代 の戯画、

風刺画 な ど約 550点の コレクシ ョン もあ る。1995

年 9月 12日 ～10月 15日 まで開催 され た「幕末 の

風刺画 ―戊 辰戦争 を中心 に一」展 では、子供絵

27`点、戊辰戦争 の風刺画 53′点、幕末の風刺 画 17

点の合計 97′点を紹介 した。 その他鯰絵、河鍋 暁

斎 の「暁斎百鬼画談」、小林清親 の「新版二十二

相」、 岡本一平他 に よる「 肉筆 開国漫画六十年 史

図給」 な どがあ る。

復元古民家の活用について

清瀬 市郷土 博物 館

平成 6年 7月 、清瀬市教育委員会 では解体 か

ら約 10年 の歳 月を経 て、市指定有形文化財 の古

民家 「 旧森 田家」 を復 元 した。 この古民家 は、

江戸時代 中期 末か ら後期前葉 に建築 され た とみ

られ る武蔵 野 の典 型 的 な本 百姓 の居宅 で、約

1200m2の敷地 に、母屋のほか、つ るべ井戸、外

便所、水屋 を設け、庭 もか な り広 くとってあ る。

設置場所 は体育館や 明治時代 の古民家、神社 な

どに隣接 し、柳瀬川の向こ うは所沢市 とい う市

の最 北端 にあ り、閑静 なたたず まいであ る。

教育委員会 は見学施設 としてだけでな く、市

民の伝統的行事 の体験学習の場 として利用 され

るこ とを期待 してい る。

館 では、伝承 スタジオで行 って きた体験学習

事業の一部 を旧森 田家で実施 してみた。 まゆ玉

飾 り、節分、 わ らぞ うり作 り、七夕飾 り等。お

節句 には こいの |ま りをあげた り、鍾道 さまを飾

った りした。冷暖房 完備 ともいえず、薄暗 い屋

内であ る。参加者の方々か ら文句の一つ もあ る

か と思いきや、案外 と昔なが らの建物の雰囲気

をなつか しんだ り、楽 しんでいるようである。

確かに古民家でセ ミの声 を聞 きなが ら縄 をなう

など、なかなかできない貴重な体験になったの

では と手前味噌なが ら思 う。

さて、この古民家であるが、認知度が低 いせ

いもあって市民主催の事業に利用 されているこ

とはほ とんどない。実際、管理はシルバー人材

センターに委託 されてお り、市民の利用のたび

に職員が出向 くの も難 しいので助かっているの

が実情だ。

せ っか くの施設でもったいない気 もす るが、

しば らくは館の出張所的活用にな りそうである。



十周年記念事業実施報告

羽村市郷土博物館

当博物館は昭和60年 4月 に開館 し、今年十周

年 を迎 えた。そこで、市民により親 しんでもら

うとともに、運営協力者に感謝の意 を示すため

に、十周年記念事業を企画 した。博物館が堰の

桜に囲まれる時期 でもあることか ら、「22村の花

桜 とともに―博物館はいま 10歳にな りまし

た」 とし、 4月 1日 か ら16日 まで開催 した。市

民など団体の協力を得て実施す ることにより、

市民への広が りをもてるように した。結果は以

下の とお りである。

また、開館十周年記念誌『成長す る博物館 を

めざして』 を発行 し、開館 までのあゆみ 。平成

9年度に予定 している第二次展示工事の基本計

画などを掲載 した。

◇◇◇十周年記念事業実施結果◇◇◇

1.写真展「堰 と玉川上水の桜」

市民による、桜 と玉川上水の写真 を展示。

期間中毎 日開催・観覧者数  4,168人

2.「 クイズに答えて絵はが きをもらお う」

館内の展示についての クイズをつ くり、

3.

4.

5.

11

回答者に絵 はが きを西己布 した。

期 間中毎 日開催 ・回答者数  1,390人

「博物館 の収蔵庫 を探検 してみ よう」

一般来館者 を収蔵庫 に案 内 した。

9 日間  (1 日 2回 )。 疹功口月彗委支 219ノk

「博物館 の資料 をコンピュー タで探 そ う」

収蔵 資料検 索 システムの端末 とマ イ クロ

リー ダー を公 開 した。 9日 間 。自由見学

「羽村の音 を体 験 しよう」

お菓子づ くりをした後、 旧下 田家住宅 で

昔話 を楽 しんで もらった。

2日 間 (1日 2回 )・ 参加者数 170人

「博物館 の中庭 で野′点を楽 しもう」

博物館 中庭 で野点 を行 った。

2日「現 。参カロ者数 219人

「桜 を撮影 しよ う」 (撮影会 ・合評会 )

玉 川上水 の桜 をテーマに した撮影会 と合

評会 を行 った。

2 日「詞・参カロ者数  延 44A
8。 「桜 をアー トした ら」

桜 のひ こば え を使 って キー ホル ダー な ど

の工作が出来 るよ うに した。(金具代 のみ

実 費で徴集)ま た、彫刻家 に よる桜 の彫

刻 を展示 した。

2日 間・参加者数  48人

6.

7.
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写真集『五日市の百年』の発行と

写真資料カードの整理・活用

あきる野市五日市郷土館

五 日市郷土館 では、平成 7年 8月 に写真集『五

日市の百年』 を発行 した。長期計画 では、平成

8年度の事業 として行 う予定 であったが、今年

度が五 日市町合併 40周年 にあた るため、記念事

業の一つ として繰 り上 げての実施 となった。

以前か ら五 日市郷土館 では貴重 な写真や古 い

写真 の収集 に心掛 けて きた。寄贈 された写真や

借用 したアルバムか ら複写 した写真 をネガアル

バ ムに収め、 キャビネ判 にプ リン トして写真資

料 カー ドに整理す る作業 を行 って きた。

五 日市は古 い歴 史 を持 った町 であ る。 しか も、

市 で栄 えた町 であ るため、林業家や商家 な ど経

済的に も恵 まれ、文化 |こ も関心 を持 った家庭が

多 く、貴重 な写真が た くさん残 されていた。特

に近年 の住宅改造、者5道拡幅のための立 ち退 き

に対 して も、貴重 な写真 の紛失 を憂 えた町の有

志の方々に よって よ く保 存 されてお り、古写真

の収集 には多 くの援助 をいただいて きた。

写真集編集 の取組 みは、 まず、広報 に よって、

明治 。大正・昭和 の風景、仕事、祭 り、行事、

冠婚葬祭、学校、子 ども、人々の くらし、風俗 、

交通、災害等の写真提供 を求め た。 また、情報

を頼 りに個 人宅 を訪 ねて協力 を依頼 した。郷土

館 に届けて下 さる方 も少 な くなか ったが、情報

を頼 りに個 人の家 を訪問 して収集 した写真 の量

の方が 多 く、収集 した写真 は約 3000点 に及 んで

い る。 これ らの写真 のすべ て を複写 してネガア

ルバムに収め、プ リン トして写真資料 カー ドに

貼付 し、掲載写真 の選択 を行 った。写真集 の編

集作業 は 5名 の編集委員 を委嘱 して進め た。編

集委員会 は、住民の素顔や くらしの分 か る写真

集 をめ ざしたが、 この点 では、古 くか らの写真

愛好家の作 品が大 きな役害」を果 た してい る。

写真集のために収集 した写真の資料 カー ドは、

写真集の編集項 目に合 わせ て、風景、街道 ・町

並 み、橋、観光、行事、祭 り、産業、交通、教

育、子 ども、風俗、戦争、官公庁 ・企業、寺社 、

災害、 その他 の項 目別 にファイルに ま とめ、現

在、撮影地′点 。撮影年 月 日・所有者 な どのデー

タを整理 中であ る。以前 よ り写真 資料 につ いて

は出版社や各種 団体 、個 人 を含め借用 の依頼が

多い。 また、個 人情報や著作権 の問題か ら貸 し

出 し出来 ない資料 もあるため、対応に苦慮 して

きた。今後 は コンピュー タの導入 を含め、 円滑

な資料 。情報 の提供 を図 りたい と考 えてい る。
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利用者増への取り組み

東京都高尾自然科学博物館

当館は高尾山の麓に位置 している。高尾山を

背景に奥多摩に至 る山々 と、多摩川を中心 とす

る東京の自然を対象 として、地学、植物、動物、

の自然史に関す る資料 を収集 し展示 し、研究 し

ている。展示資料は1800`点程度で規模が小 さい

ので集客力 も弱い。入館者数は平成 4年度 9万

7千人をピー クに平成 6年度は 6万 7千人に減

少 している。減少理由 として特記すべ きものは

みあたらない。む しろピー ク時 を除 くと6～ 7

万人台であるので、平年の入館者数に戻 った と

もいえよう。 しか し、「明治の森高尾国定公園」

の入場者が184万 人へ と増加 しているに も拘 ら

ず当館への入館者が減少 しているのはなん とし

ても気になるところである。

館 を刷新 して内容 に魅力をもたせ、館独 自の

集客力の向上に勤め る必要がある。

そこで、先ず第一に、展示内容の刷新 を図る

ことにして、予算 をつけて植物、動物の調査 を

促進 し、ジオラマや標本等の充実、更新 を進め

ることに した。

第二に、当館が従来行 なっていなかった企画

展 を行なうことに した。 これまでは、 自然観察

会や講座に力点をおいてきたので、企画展 まで

はなかなか手がまわらなかったが、今 回は企画

展 を大 きな柱 として位置付けることに した。「東

京の クマー知 られざる生態の謎を探 る一」 と題

して、第 1回 はコーナー展示程度の規模だが平

成 9年に開催できることになった。その後 も毎

年企画展 を続けるつ もりでいるので、序々に本

格化 させ ることにしている。

第二に、開館時間の延長である。通年開館は

昭和61年度か ら実施 しているが、開館時間は 9

時か ら 4時 まで となっていた。これを、本年 8

月25日 か ら 5時 までに延長 した。 この 1時間延

長によって、入館者は13%増加 している。

2年前の入館者調査 をみても「ハイキングの

ついで」56%、 「観光のついで」23%が圧倒的に

多 く、その帰 りに立寄 るとなると時間延長は実

体に即 した対応であった と考 えている。

この外に、内装改修、照明方法の改善 を行い

好評 を得ている。本年度は外装改修 を行 う。

観察会や講座の利用者は増加傾向にあるので

入館者対策だけを述べた。広 く者5民の利用に供

す るには、職員の努力 と工夫が必要である。

入館者増への企画展の試み

小金井市文化財センター

当館は平成 5年 6月 の開館か ら 3年 目にな り

ますが、来館者は年間4500人程度 と横這いで、

他の社会教育施設に比べ利用者が少ないことは

否めません。その理由 としては、交通が不便 な

こと、 PR不足で市民に存在が知 られていない

ことなどが考 えられます。そこで魅力のある事

業によって少 しで も利用者を増加 させ ようと、

昨年度か ら企画展 を始めました。その一つが「小

金井桜展」です。玉川上水の小金井堤は江戸時

代か ら桜の名所 として知 られ、多 くの文人等が

訪れ、紀行文や、錦絵等多 くの資料が残 されて

います。また数年来、小金井桜関係資料の収集 。

整理 を進めてお り、そうした成果 をふまえなが

ら、花見時の 4月 上旬に館蔵品を中心に企画 を

開催 した ところ、多 くの入館者があ り、好評 を

得て今年度 も開催 しました。 この企画は当館の

季節展 として定着させ、視点を変えた り展示品

を充実 させ なが ら毎年実施す る予定です。会期

中に新たな資料の寄贈や寄託、情報の提供があ

ることも企画展の一つの成果 といえます。

その他の企画 としては、当館が舞台 として登

場する『次郎物語』の作者を紹介 した「下村湖

人展」 を開催 し、他市か らの来館者 も多 く見 ら

れました。 また、11月 の文化財保護強調週間に

ちなみ、身近な地域の歴史や文化財 を再発見 し

ようという趣 旨で企画展「貫井村の くらしと文

化財」 を開催 し、同時に館外の広場で郷土芸能

発表 を同時開催 しました。旧村 を単位 とした地

域展示は今後 も継続 してい く予定です。

いずれの企画 も文化財保護行政のかたわらの

手作 り展示ですが、今後は隣接する公民館や小

学校 とも連携 をはか りなが ら市民や児童が気軽

に参加できる企画展や体験学習等 も計画 してい

きたいと考 えています。 また市内にある江戸東

京建物園や農工大繊維博物館などとの連携 も今

後の課題です。

なお、当館は市指定文化財である建物 を保存

しなが ら資料館 として活用 を図っている施設で

あ り、博物館 としての機能 を発揮す るには、様々

な制約があ りますが、当面、基礎的資料の収集

や整理 を中心 としなが ら、魅力ある企画展示や

事業 を工夫 し、市民の理解 を得て、将来の本格

的市立博物館建設に向けた準備体制 を整えてい

きたいと考 えてお ります。



事業報告

奥 多摩郷 土 資料 館

*収商品展 (2階 )

6年 4月 ～ 7年 3月

●奥 多摩湖の湖底 に沈んだ、ガヽ 河内の 山村生活

用具 (国指定)を 中心 に展示。

●湖底 に沈んだ旧小河 内村の主 な集落の写真展

●奥 多摩 に現在 も存在す る草葺屋根 の民家模 型

展示。

●奥 多摩 で見 られ る蝶の標本 。写真 を展示。

●奥 多摩 の山岳地帯 に生息 している主 な動物・

鳥類の剥製展示。

●奥 多摩 に伝 わってい る昔話 をテープ録 音 に よ

り聞いて もらう民話 コーナー。

7年 1月 13日 ～31日

●正 月飾 りの門棒 、 まゆ玉飾 り。

*小河内の郷土芸能 (1階 )

6年 4月 ～ 7年 3月

●湖底 に沈んだ小河 内地域 に伝承 されていた国

指定重要無形民俗文化財 の鹿島踊 り、東京都

指定無形民俗文化財 の車人形、獅 子舞、神楽

を展示 (毎年 9月 15日 に小 河内神社 と各地域

で公開 されてい る)。

●東京都指定有形民俗文化財 の川井八雲神社 の

舞 台、小丹波熊の神社 の舞 台、奥 多摩湖上流

の太子堂の回 り舞 台等の写真展示。

6年 4月 ～ 7年 3月

●奥 多摩 の 14地域 に伝承 されてい る「 ささら獅

子舞」 の中か ら奥 多摩湖底 に沈 んだ原地域現

在 で も 9月 15日 の小 河 内神社例祭 に奉納 され

てい る原の獅 子舞 を展示 (1階中央展示室 )。

※ 郷土資料館 の庭 には、花木が た くさん植 え

てあ り、四季折々に彩 りを添 え訪 れ人 を楽 しま

せ て くれている。

ここ奥 多摩郷土資料館 の庭 には、ガヽ 河 内ダム

の湖底 とな る前に移 された碑や石仏が た くさん

あ り、往 時の ようすが伺 える。

平成 7年度事業実績について

東京都井の頭自然文化園

当園では、利用者増への取 り組み として、様 々

な催 しを実施 いた しました。 その一部 をご紹介

いた します。

■ニ ホン リス・ ウォ ッチ ング

4月 22日 (土) 参加 20人

当園では、「む さしのの森 にニ ホン リス を呼び

戻 そ う」 をテーマ に、園内でのニ ホン リスの放

し飼 いを目指す「 リスの森構想」 を推進 してい

ます。 この催 しでは リスの観察や接 し方 の指導

を通 じて、構想の普及 をはか りました。

■ ヒツジの毛刈 り (写真 )

5月 7日 (日 ) 参加 450人

1年に 1度実施す るヒツジの毛刈 りを来 園者

に公 開 しました。普段 見 られ ない飼育業務 を紹

介す る とともに、刈 った毛 をプ レゼ ン ト。大好

評 で した。

■立体展示 「カラスの生態」

5月 30日 (火)～ 常設展示

「街 のカラス・ ウォ ッチ ング」 をテーマに都

会 のカラスの生態やつ きあいか たをパネルや模

型で展示。 身近 な環境や 問題 をテーマに した展

示 です。

■講演会 「彫刻 ので きるまで～制作現場か ら」

6月 8日 (日 ) 参カロ50人

彫刻家柳澤飛鳥氏に、彫刻制作工程 につ いて

具体 的かづ熱心 に解 説 していただ き、聴講の皆

さんには彫刻へ の理解 をおおいに深めていただ

きました。

■秋 の展示 「お月見」

9月 3日 ～10月 4日  企画展示

当園の シルバー ガイ ド(高齢者 ボランテ ィア )

さんに企画か ら制作 まで をお願 い して季節の展

示 を していただ きま した。 なおそのスペー スは、

当園の歳時記的役割 を果 た してい ます。

■絶滅のおそれのあ る 日本の動物

10月 15日 (日 ) 参加延べ 100人

― Fか らインス トラ クター を招 いて、絶滅

が危惧 され る日本 の動物 につ いて、 ビンゴゲー

ム を通 じて楽 しくまなぶ イベ ン ト。大 きなお絵

描 きスペー スが子供 たちに大 人気 で した。
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江戸東京たてもの園

江戸東京 たて もの園は、江戸東京の歴史的・

文化 的価値 のある建物 で現地保 存が不可能 な場

合、 これ を収蔵 ・展示 し、次代 に継承す る目的

で設置 された野外博物館。都 立小金井公 園に平

成 5年 3月 東京者5江戸東京博物館 の分館 として

オープ ン した。復元建造物 の内部 で生活民俗 資

料 の展示 を行 うとともに、町並 み を再現 し優 れ

た建築文化 と変遷す る東京の生活文化 の理解 に

役 立 て る展示 を行 う。約 7 haの 園 内 をセ ン タ

ー 。東 。西のニ ゾー ンに区分 し、整備 をすすめ

てお り現在 17棟を公 開 してい る。平成 12年の完

成時 には35棟が立 ち並 ぶ予定。 また、 旧武蔵 野

郷土館 の資料 を引 き継 ぐ考 古・民俗 資料等の常

設展示 を行 ってい る。

凛主 な収蔵 たて ものの概要躙

ф ビジターセ ンター (旧光華殿 ) 紀元2600年

を言己念 して皇居前 に建
~Cら

れ、 翌昭和 16年 |こ 移

築。寝殿造 を模 したここは正面 出入 口。

ф高橋是清邸 総栂普請 の 2階の寝室 は2.26事

件現場。 1階の座敷 に喫茶室。

ф西川家別邸  製糸会社 を営 んだ伊佐衛 間が檜、

桂等の良材 を使用 して接客用 に建築。

ф旧自証院霊屋 者5指定文イヒ財 で豪華絢爛 な様

式の家光 の娘が母 を祀 った霊廟。

0万世橋交番  明治の八角形の浦洒 なレンガ造

り。神 田か ら トレー ラー で運 んだ もの。

υ子室湯  東京の銭湯 を代表す る形式 をもつ銭

湯。坪庭や タイル絵 も再現 してい る。

υ武居三省堂 建物前面が タイル貼 りの看板建

築。壁面 に筆等の桐箱が並 ぶ文具店。

0八王子千人同心組頭の家  江戸末期 の千 人同

心組頭の家 を推定 して復 元 した建物。

0吉野家  江戸期 に名主の役宅 として使 われた

建物。昭和 30年代 の農家の生活 を再現。

0田日調布の家 大正 14年大 田区田園調布 に建

て られた居間中心型の洋風住宅。

凛展示その他の活動内容療

★ビジターセンターパネル展示 パネル と映像

により、江戸東京の歴史を建物や者6市計画の面

か ら示 し導入展示 としている。43イ ンチのマル

チビジョンがあ り、山の手 と下町に関す るビデ

オ等の映像 を楽 しめる。

★図■ 0映像コーナー 歴史や建築、博物館に

関す る図書及び復元建造物の紹介 を行 う映像 ソ

フ ト等があ り、無料で利用できる。

★常設展示と特別展 展示室では、旧武蔵野郷

土館の資料により原始・古代か ら近世に至 る武

蔵野を中′ら、とした歴史を紹介す る。 また江戸東

京の建築文化や多摩地域の歴史に関す る特別展

示 を年に一回一定期期間実施 している。

★屋外展示 古代の住居跡、石樋、灯篭、道標

等 を多数展示 している。

★ワークショップ及び普及事業 たて もの園に

より親 しんでもらうために、園資料や環境 を活

か した、体験学習や催 し物、講座・講演の実施

等の事業 を行 っている。

療来園の ご案 内療

〔所在地〕〒184小金井市桜 町371(小 金井公

園 内)劉Ю423(88)3300 FAX 0423(88)

1711

〔開 園時 間〕 4月 ～ 9月 :9時 30分 ～ 17時 30分

10月 ～ 3月 : 9時30分 ～ 16時 30分

〔休 園 日〕毎 週 月曜 日 (祝 日・振 替休 日の時 そ

の翌 日)年 末年始 (12月 28日 ～ 1月 4日 )

〔入園料〕※小学生未満及び65歳以上無料

◆イ国人

◆団体 (20名 以上)

――      舟艶  300F弓

ガヽ 。中・高  150円
――      舟乾  240FEl

刻ヽ 。中・高  120円

〔交通のご案内〕

● JR中 央線武蔵小金井駅か らバ ス 7分

●西武新宿線花小金井駅か らバ ス 5分
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財団法人たましん地域文 fヒ財団の事業

財団法人たましん地域文化財団は、多摩 中央

信用金庫多摩文化資料室 を母体 として、同金庫

により設立された財団で、1991年に東京都教育

委員会 より認可を受けました。現在「たましん

歴史・美術館」、「歴史資料室」、「御岳美術館」

の管理、運営 を行 っています。

多摩中央信用金庫は、信用金庫の もつ特質で

ある地域密着主義 を基盤 とする「地域住民のた

めに」 という理念の下に、多摩地域の歴史資料

と美術作品の収集 を行 ってまい りましたが、折

か らの「地方の時代」 といわれ 自らの生活地域

を見直そうとす る気運にも助け られ、市町村の

枠組みを越えた資料の蓄積が得 られています。

そして82年にはたましん国立支店 5階に同資

料室 を移 し、歴史資料 を公開するとともに、 6
階に「たましん美術サロン」 を開設 し、たまし

ん所蔵の美術作品展 を行 ってまい りました。 こ

うした永年の活動 を基礎 として、多摩地域の独

自性 をいか した新 しい地域文化の形成に向けて

一信用金庫のサー ビス業務 を離れ、地域の文化

資料の調査・研究、情報の提供、資料の公開を

通 じて、更なる地域文化への貢献 を念願 して、

財団法人たましん地域文化財団が設立 されたも

のです。

たましん歴史・美術館では、主に地域の代表

作家 を取上げる年一回の特別企画展 をは じめ地

域に関連 した歴史資料展示、 またたましん所蔵

作品の中か ら絵画、古陶磁、浮世絵、写真など

年 4～ 5回の企画展 を行 っています。

御岳美術館は、たましん歴史・美術館分館 と

して93年に青梅市御岳に開館 しました。

多摩川の上流に面 した景勝 の地 にあ り、明

治 。大正 。昭和初期にいたる絵画・彫刻などの

日本の近代美術 と、多摩地域の作家の絵画・彫

刻 。工芸作品を展示 しています。

歴史資料室では、多摩地域の郷土雑誌、書籍

写真、地図などを収集、整理 し、公開 していま

すので地域に関する情報 を概観す ることができ

ます。 この資料公開に加 えて、出版事業 として

季刊の郷土誌『多摩のあゆみJの編集 をは じめ

歴史研究の発掘 を目的 とした「多摩郷土文庫」

や「多摩歴史叢書」 を刊行 しています。

たましん歴史・ 美術館,御岳美術館
(財団法人たましん地域文化財団)

〔

たま しん歴史・ 美衛館

開館 時間 午前 10時～午後 6時

(入館 は 5時半 まで )

休館 日  月曜 日、年末年始、展示替期 間

入館料   無料 ～300円

展示風 景 歴 史 資料 室

建物の概要

構 造/鉄筋 コンクリー ト造

(多摩中央信用金庫国立支店 ビル5,6F)

歴史資料室 (5階)  展 示 室 (6階 )

延床面積/106m2   延床面積/390m2
〒186東京者5国立市中1-9-52 -→亜亜コーー

∬軍I開晶塁『ぎ
たま しん歴史・美術館分館 御岳美術館

開館 時 間 午 前 10時 ～午 後 4時 半 (但 し11月

～ 3月 は 4時 まで )

休館 日  月曜 日、年末年始、展示替期 間

入館料   一般 300円、高 。大生 200円、小 ・中

生 150円 、 20名 以上 は団体割 引有

建物の概要

構  造/1階 鉄筋 コンクリー ト造

2.3階木造防火構造  3階建

敷地面積/491.99m2、 延床面積/457.52m2
ご案内図

奥多摩   川井   御岳   立川   新宿

〒190-01 東京都青梅市御岳本町 1-1

TEL0428-78-8814(JR青 梅線御岳駅下車、徒歩18分 )

(
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三多摩公立博物館協議会の活動 絆成7年 4月引2励

定期総会 平成 7年 4月 21日 (金)会 場 :府中市郷土の森博物館

内容 :議  事 :平成 6年度東京者5三 多摩公立博物館協議会事業報告について

平成 6年度東京都三多摩公立博物館協議会歳入歳出決算について

平成 7年度東京都三 多摩公立博物館協議会役員及び機関紙委員の改選について

新会員 (準会員)の加入について

平成 7年度東京者5三 多摩公立博物館協議会事業計画 (案)について

平成 7年度東京者5三 多摩公立博物館協議会歳入歳出予算について

講 演 会 :「三博協のあゆみ」 講師 :朝倉雅彦氏

第 1回協議会 平成 7年 7月 21日 (金)会 場 :江戸東京たて もの園

内容 :情報交換 :平成 6年度会員館の利用状況について (報告 )

展覧会図録の作成について

美術梱包業者の決定方法について

施設見学 :江戸東京たて もの園

第 2回協議会 平成 7年 11月 15日 (水)会 場 :丹縄 自治会館 (青梅市 )

内容 :情報交換 :会員各館の平成 8年度事業計画について

施設見学 :た ましん御岳美術館、せせ らぎの里美術館、玉堂美術館

東京都三多摩公立博物館協議会役員および機関紙編集委員 (予定 )

会  長 副 会 長 監  査 編 集 委 員

平成 7年度 町  田 市 武蔵村 山市
市
市野

梅
るき

青
あ

市
市

川
野

一工
日

市
村

瀬
原

清
檜

平成 8年度 青 梅 市 あ きる野市
市
市

布
村

調
羽

小金井市 。国 立 市

東大和市 。東村 山市

平成 9年度 調 布  市 羽  村  市
市
市釧立

小
国

市
市

中
梅

府
青

市
市野

田
八
町

編 集 後 記
平成 7年には各地で「終戦50年」に関連 した行事が行われ、一種のブームの様相 を呈 していた。本

号 もちゃっか りとそのブームにあやか り、「終戦50年 と博物館事業」を特集テーマ として設定 した次第

である。ただし、 このテーマの設定に際 して編集委員が意図 したところは冒頭に記 した通 りであ り、

徒 らにブームに便乗 したのではないことをご理解 いただきたい。

マスコミを中心にあれほど耳に した「終戦50年」 という言葉 も、 8月 15日 を過 ぎるとばた りと鳴 り

止んでしまった観がある。 しか しブームが去 った今 こそが、未曾有の戦争体験 とその後の50年間を腰

を据えて見つめ直す時期であるとも言える。博物館において も、この「節 目の年」に得 た経験 を改め

て問い直 し、これか らの博物館の在 り方 を探 って行 くことが、今求め られているのではないだろうか。

ミュージアム多摩 NQ17

発行 :東京都三多摩公立博物館協議会     編集委員 :

会長 町田市立博物館館長 田邊二郎助

〒 194町田市本 町 田3562

資, 0427-26-1531

清瀬市郷土博物館 (松村和子 )

立川市歴史民俗 資料館 (柏倉  登 )

檜原村郷土資料館 (市川徳寿 )

日野市ふ るさ と博物館 (金野啓史 )


